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図 １  構造指向の数学的活動モデル 
 
                              命題化・定義の付加 
 
 
                     数学的実験                         証明・計算 
      棄却        （数値計算・作図・計測） 
 
































































県立 A 高校：１年生３９名（理数クラス） 
県立 B 高校：１年生４０名 













そのため、授業の展開もやや異なるものとなる。以下、授業の流れを A から F まで示すが、


































































































































































































































































































タイプのアンケート I を、A 高校、B 高校では A4 一枚程度の授業に対する感想を自由記述
型で答えるアンケート II を促した。アンケート I の内容は、別紙として添付する。 








































































































































































































































C 高校のアンケート結果（設問 II、III、IV）の結果を示す。 
この結果を見ると、まず設問 II に関して、B 高校では C)の部分を面白いと感じた率が
一番高く（70％）、C 高校では B)の部分を面白いと感じた率（69％）が高い。また、C 高
校でも C)の部分を面白いと感じた率は 60%を超えている。実際、一番面白かった部分は














  設問 VII では積極的に授業に参加できたかを質問したが、その結果を見ると、「積極的
に参加できた」と答えた割合は B 高校で 88％、C 高校で 82％とおおむね積極的に参加し
た生徒が多かった。 














































































     
７．まとめと今後の課題 






















  「算数・数学の指導に取り入れる実験の意義」,日本数学教育学会誌. 臨時増刊, 数学教





























１．面白かった。            ２．少し面白かった。   
３．やや興味を持てなかった。４． 興味が持てなかった。 
 
II. 講義の次の内容 A から F について、それぞれ面白いと感じたでしょうか？次の選択肢
１～４から選んで、それぞれの（   ）に記入してください。 
 
１．面白かった。            ２．少し面白かった。   
３．やや興味を持てなかった。４． 興味が持てなかった。 
 
A: 多角形の外角の和の話 ・・・・・・・・・・・・・・・(        ) 
B: とんがった帽子の上の多角形の内角の和を計測 ・・・・(        ) 
C: とんがった帽子の上の多角形の内角の和を考察 ・・・・(        ) 
D: 多面体の曲率の和が一定になる話 ・・・・・・・・・・(        ) 
E: オイラー数の話 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・(        ) 
F: 不変量の話 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(        ) 
 
III. もっとも面白かったところを一つ上げるとしたら、A から F までのどの部分ですか。 






１．作業が中心だったから。               ６．生徒同士で一緒にやったから。 
２．自分なりに発見があったから。         ７．コンピュータを使った説明だった 
３．どうしてなのか気になったから。           から。 
４．知らないことだったから。             ８．受験に役に立ちそうだったから。 








１．難しかった。           ２．やや難しかった。 




１．分かりにくかった。      ２．やや分かりにくかった。 




はい      いいえ 
 
VIII. ６で「はい」と答えた方に聞きます。積極的に参加した理由として次のうち自分
の考えに近いものにマルをつけてください。（最大３つ） 
 
１．内容そのものが面白いと思ったから。 
２．こういう内容を学習するのは頭の訓練になると思ったから。 
３．将来、役に立ちそうだったから。 
４．みんなと一緒にやるのは楽しかったから。 
５．分からないことがあるのは嫌なので。 
６．しっかり聞かないと叱られるから。 
 
 
IX. 今回の講義で、感じたこと、思ったことがあればご自由にお書きください。 
質問でも結構です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
記述欄： 
 
 
アンケ
設問
 
設問
B高
C高
0
A
B
C
D
E
F
0
A
B
C
D
E
F
ート結果 
I：今回の講
II：講義の
0%
校
面白かっ
0%
校
面白かっ
%
面白かっ
%
面白かっ
義の内容全
次の内容 A
20%
た 少し面
20%
た 少し面
20%
た 少し面
20%
た 少し面
体に対して
から F につ
40
白かった
40
白かった
40%
白かった
40%
白かった
14
、面白いと
いて、それ
%
やや興味を持
%
やや興味を持
B高校
やや興味を
C高校
やや興味を
感じました
ぞれ面白い
60%
てなかった
60%
てなかった
60%
もてなかった
60%
もてなかった
か。 
と感じたでし
80%
興味が持
80%
興味が持
80%
興味が持
80%
興味が持
別
ょうか。 
10
てなかった
10
てなかった
10
てなかった
10
てなかった
紙２ 
 
 
 
 
0%
0%
0%
0%
 
 
設問
設問
人
数
人
数
III：もっと
IV：III.で回
0
5
10
15
人
数
0
5
10
15
人
数
0
2
4
6
8
10
1
0
2
4
6
8
10
12
1
も面白かっ
答した部分
A, 1
A, 8
2 3
2 3
たところを
は、どのよ
B, 5
B, 14
4 5
4 5
15
１つ挙げる
うな点が面
C, 13
B高校
C, 13
C高校
6 7
B高校
6 7
C高校
としたら、
白かったの
D, 10
D, 11
8 9
8 9
A から Fのど
でしょうか
E, 1
F
E, 2 F
A
B
C
10
A
B
C
D
10
の部分です
（クロス集計
, 10
, 3
D
EF
EF
か。 
 
 
） 
 
 
A
B
C
D
E
F
A
B
C
D
E
F
 
 
設問
 
 
設問
 
 
設問
B 高
  
VII 
 
 
0%
V
0%
V
0
VI
0
VI
V:今回の講
VI:今回の講
VII：講義に
校 
  Yes
  
難
難
%
%
義の内容は難
義の説明は
積極的に参
 No 
35 
88% 
20%
しかった
20%
しかった
20%
分か
やや
20%
分か
やや
しかったで
分かりやす
加できたと
C
5 V
40%
やや難しか
40%
やや難しか
40%
りにくかっ
分かりやす
40%
りにくかっ
分かりやす
16
すか。 
かったです
思いますか
高校 
 
II 
B高校
った 少
C高校
った 少
B高校
た やや
かった 分か
C高校
た やや
かった 分か
か。 
。 
 Yes 
 42
82%
60%
し易しかった
60%
し易しかった
60%
分かりにく
りやすかっ
60%
分かりにく
りやすかっ
No 
9
 
80%
易しか
80%
易しか
80%
かった
た
80%
かった
た
10
った
10
った
10
10
 
 
 
 
0%
0%
0%
0%
 
 
 
 
 
設問
10
15
20
25
30
5
10
15
20
25
30
VIII：積極
0
5
賞罰と
0
賞罰と
的に参加した
間接的
間接的
理由（最大
17
３つ） 
賞
B高校
賞罰
C高校
罰と直接的
と直接的
内
内容
内容
内容の
容の重要性
の重要性小
の重要性大
重要性小
 
 
大
